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「とびひ」ってなあに？
★とびひは､黄色ブドウ球菌や連鎖球菌などの細菌が

原因で起こる皮ふの感染症です。
★症状：手足や顔､からだにかゆみのある水ぶくれがで

き､それがやぶれてジュクジュクします。 かくと他の場所
に 「飛び火」 するように広がる のでこのように呼ばれ
ます。 

★ 5～ 6 月より夏にかけて乳幼児から6歳くらいまでの子
どもに多く見られます。

★治療：早くかかりつけの先生を受診しましょう。 

　①のみぐすり；抗生剤を飲んで､身体の中から細菌をやっつ   

けます。 指示通りに飲みましょう。 

　②消毒；皮ふの消毒薬で消毒し､清潔にしましょう。 
　③ぬりぐすり；抗生剤の入った軟膏を塗ります。 

〔家庭では〕

   ①お風呂：入ってもかまいませんが、 シャ

　　　　　　　　ワーか、 かかり湯にしましょう。

   ②手洗い：爪を短く切り、 石けんで洗いま

　 　　　　　　 しょう

   ③プール：なおるまでは入らないようにしま

                 しょう。

清潔第一！ ひっかかないようにしようね！

かゆい
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